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項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6目標 R6結果

1 市民

改善・要望に対する応対を迅
速に行います。

対応するまでの日数を
迅速にします。

迅速に対
応

迅速に対
応

迅速に対
応

迅速に対
応

迅速に対
応
軽易なもの即日、時間を要する
もの1週間以内。 Ｂ：達成

2 市民

定期利用団体 新規利用団体の確保に
努め利用者の増進を図
ります。

５０団体
（公３３）
（学１７）

５５団体
（公３１）
（学２４）

５０団体
（公２６）
（学２４）

４５団体 ５４団体
（公２５）
（学２９）

Ｂ：達成

3 市民

クレーム対応 勤務日5日以内に対応
します。

５日以内 ５日以内 ５日以内 ５日以内 ５日以内 市民にやさしい対応。

Ｂ：達成

4 財務

施設運営経費の削減 節電・リサイクル推進を
目指し運営経費の削減
を目指します。

実施 実施 実施 実施 実施

Ｂ：達成

5 業務

安全確保体制の確立 防災訓練年２回 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回

Ｂ：達成

6 業務

事故発生率の減少 事故発生件数０件以下 ０件 ０件 ０件 ０件 ２件

Ｃ：未達成

7 業務

施設・設備の保守点検を常時
行い、利用者から安全に快く
利用していただきます。

保守点検の実施 実施 実施 実施 実施 実施

Ｂ：達成

8 人材

研修 コンプライアンス研修等
（年１回以上）

２回 ２回 ２回 ２回 ２回

Ｂ：達成

9 人材

情報の共有化 職員会議
（毎月実施）

１２回 １２回 １２回 １２回 １２回

Ｂ：達成

10 市民

事業参加者の満足度の向
上を図ります。

事業アンケートによる満
足度：（％）

９５％ ９２％ ９３％ ９０％以上 ９５％

Ｂ：達成

主要個所以外の間引き点灯や必
要時以外の消灯等を実施した。

新潟市新津地区公民館（0250-22-9666）
新潟市新津地域学園（0250-22-0916）

公の施設目標管理シート　（直営）

目標 参考・補足

年度

視点
評価指標

施設名

施設の
設置目的

No. 評価主な事業等
目標達成状況
未達成理由

新潟市新津地区公民館（新潟市新津地域学園）
新潟市中央公民館（秋
葉区地域総務課）

当初人員(人） R6.7.11

（新津地区公民館）市民のために、実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もって住民
の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的に、公
民館を設置します。
（新津地域学園）市民の生涯学習、文化活動等の自主活動を推進し、及び地域文化の振興を図ることを通じ、市
民福祉の向上に資するために設置します。

当初予算（千円）

R7.7.9

施設利用者や講座受講者からのア
ンケートなど参考に対応した。また、
職員による検証と見直しを行った。

団体数が増加し目標を上回った。

窓口、電話、講座等の開設時な
ど、丁寧な対応に努め、重大なク
レームを受けることはなかった。

　公民館講座からの自主グループ育成など公民館定期利用団体の増加及び地域課題、市民目線
による講座の実施による参加者の満足度向上を目指します。
　また、安心安全に利用できる生涯学習や文化活動等の場を提供するために、必要な事項を目標と
して設定し、達成するために日々の努力を怠らず運営に取り組みます。

渡り廊下軒天落下、階段転倒

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

危険個所の発見と早期対応に努め
たが、施設利用者の事故があり、目
標を達成できなかった。

マニュアルに基づき訓練を実施した。

　公民館の実施事業において、前年の事業評価や運営審議会委員、活動協力員、企画委員との協働や意見聴取により講座を企画、実
施することで、参加者の満足度を維持できた。また、利用者の視点に立った施設の点検と改善を実施し、安心安全な施設利用ができるよう
に努めた。

前年の事業評価や運営審議会、
活動協力員、企画委員との協働、
意見聴取により講座を実施した。

毎月職員の情報共有を兼ねた打
合せを行った。

コンプライアンス研修、情報セキュリ
ティ研修などを実施し、職員の情報
共有及び再確認を図った。

定期的な保守点検を実施した。

公民館事業で参加者アンケート
の実施


